
十勝農業の今を知り 未来を読み解く

販
売
価
格
堅
調
　
ブ
ラ
ン
ド
化
進
む

　
十
勝
管
内
の
肉

用
牛
生
産
は
、飼

育
戸
数
、飼
育
頭

数
と
も
に
全
道
一

と
な
っ
て
い
る
。

「
十
勝
和
牛
」「
い

け
だ
牛
」「
十
勝
若

牛
」な
ど
、地
域
や

団
体
が
肉
用
牛
の

ブ
ラ
ン
ド
化
を
進

め
て
い
る
。食
の
安
全
・
安
心
は
も
と

よ
り
高
品
質
な
牛
肉
の
生
産
が
行
わ

れ
て
い
る
。

　
２
０
１
８
年
の
十
勝
畜
産
統
計
に
よ

る
と
、管
内
の
肉
用
牛
飼
育
戸
数
は
前

年
比
０
・
５
％
減
の
５
７
７
戸
。う
ち
黒

毛
和
種
は
１
・
３
％
減
の
４
７
１
戸
。繁

殖
、肥
育
農
家
が
減
る
一
方
で
一
貫
経
営

が
伸
び
て
い
る
。飼
育
頭
数
は
１１
・
１
％

増
の
４
万
６
８
０
４
頭
。繁
殖
用
雌
牛

は
ほ
ぼ
横
ば
い
、肥
育
牛
は
１０
％
、素

（
も
と
）牛
は
２５
％
伸
び
た
。

　
肉
用
の
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
の
飼
育
戸

数
は
１
・
１
％
減
の
８８
戸
。頭
数
は
２
・

１
％
減
の
９
万
２
２
５
９
頭
と
な
っ

た
。

　
乳
用
交
雑
種
を
含
む
そ
の
他
の
肉

用
種
は
飼
育
戸
数
が
１０
・
５
％
増
加
し

１
２
６
戸
に
。頭
数
は
５
・
１
％
減
の
７

万
５
３
３
０
頭
と
な
っ
て
い
る
。

　
管
内
で
は
ホ
ク
レ
ン
十
勝
地
区
家
畜

市
場（
音
更
）と
十
勝
中
央
家
畜
市
場

（
幕
別
）が
家
畜
の
流
通
の
拠
点
。ホ
ク

レ
ン
十
勝
市
場

で
は
肥
育
素
牛

（
も
と
う
し
）の

個
体
販
売
は
１１

月
、黒
毛
和
種
の

雌
が
７１
万
円
、去

勢
が
８０
万
９
０

０
０
円
と
一
時
に

比
べ
る
と
一
服
感

は
あ
る
が
、依
然

と
し
て
高
い
水

準
に
あ
る
。乳
用

交
雑
種
の
雌
は

４０
万
円
、去
勢
は

５０
万
円
と
前
年

よ
り
や
や
高
く

推
移
し
た
。

　
道
外
の
畜
産

農
家
が
離
農
や

高
齢
化
な
ど
に

よ
り
生
産
基
盤

が
弱
ま
っ
て
お

り
、十
勝
産
の
子

牛
の
引
き
合
い
は
強
い
。農
畜
産
業
振

興
機
構（
東
京
）が
ま
と
め
た
18
年
度

の
黒
毛
和
種
の
子
牛
取
引
状
況
に
よ

る
と
、ホ
ク
レ
ン
十
勝
市
場
が
取
引
頭

数
で
全
国
一
に
な
っ
た
。

　
今
後
の
懸
念
材
料
の
一
つ
が
10
月
に

署
名
さ
れ
た
日
米
貿
易
協
定
。現
在

３８
・
５
％
の
牛
肉
の
関
税
が
段
階
的
に

９
％
に
削
減
さ
れ
る
。乳
用
種
で
は
米

国
産
と
価
格
面
で
競
合
す
る
恐
れ
が
あ

り
、国
産
牛
肉
の
品
質
、安
全
・
安
心
な

ど
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
消
費
者
に
伝
え

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
そ
う
だ
。今

年
５
月
に
は
、北
海
道
畜
産
公
社
十
勝

工
場
が
道
内
で
は
初
め
て
食
肉
の
米
国

輸
出
可
能
施
設
に
認
定
さ
れ
て
お
り
、

こ
う
し
た
環
境
も
活
用
し
て
畜
産
業
の

生
産
基
盤
強
化
や
成
長
に
つ
な
げ
る
取

り
組
み
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

帯広市内の緑ケ丘公園で開かれた今年の十勝和牛感謝祭。約１５００人が舌鼓を打った

９月の道総合畜産共進会肉用牛・馬部門で準最高位に輝いた武隈ブリーディングファーム
（豊頃町）の出品牛。管内では素牛生産だけでなく肥育技術も向上している
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今
年
も
高
値
水
準
が
続
い
た

ホ
ク
レ
ン
十
勝
の
肉
牛
市
場

肉
用
牛
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